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　当院は神経難病拠点病院、筋ジストロフィー医療拠点病院、重症心身障害児（者）医療

基幹病院、子どものこころ診療拠点病院という様々な機能を持っております。これまでも

みなさまとの協働により多くの患者さんの診療・ケア・療養生活・就学就労・生活の充実

に至るまでさまざまな支援を展開してくることができました。今後もより一層、患者さん・

ご家族・関わられる支援者の皆さまとの連携・協働を進めていきたいと考えています。

　この地域との連携の一翼を担う地域医療連携室におきましては、本年10月１日よりソー

シャルワーカー４名に看護師１名、事務員１名を加え新体制にて運営することとなりまし

た。連携業務に携わるメンバーも増え、専用電話も設置いたしました。皆さまにとって身

近に、そして相談しやすいと感じられるように努力してまいりたいと思います。

　具体的には当院の受診・入院相談・福祉サービスの利用等の相談機能を高め、より一層

地域住民の皆さまや医療機関・福祉施設・行政機関などの関係機関の皆さまの相談窓口と

して利用していただきたいと考えています。

　また、退院支援の場面におきましては在宅生活を支えられる支援者の皆さまとの橋渡し

をしていくためにカンファレンスのコーディネートも行いますので、ぜひサービス担当者

会議・ケア会議等の提案についてもご連絡ください。

地域医療連携室 紹介
―地域の皆さまとともにー

地域医療連携室　吉田　　力
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　2020年に入ってすぐに国内で１例目の新型コロナウイルス感染症が報告されてから、
瞬く間に全国に感染が拡大し、当院でも感染対策に追われる怒涛の日々が続きました。若
干、一息ついている今日この頃ですが、いつ感染者が発生するかという緊張感は消えず、
心から安心できない状況が続いています。
　医療機関内での新型コロナウイルス感染症の重要な感染対策の一つとして、「病院内に
感染症を持ち込まない」ことがあげられます。それには外来患者さんをはじめ、院内に出
入りする全ての方々に対して、感染徴候を早期に発見し、適切な対応策をとることが重要
となります。そのため正面玄関で、体温測定・問診票での体調チェックにご協力を頂いて
いるところですが、この程迅速・円滑に体温チェックを実施できるよう「サーマルカメラ」
を導入いたしました。指定の場所で立ち止まって頂きカメラに顔を映すだけでモニター画
面に体温予測値が表示され、一次検査として有熱（37度以上）かどうかが瞬時で分かる
画期的なシステムです。サーマルカメラの導入により、当院を利用される皆様に正面玄関
で足を止めて頂く時間も少なくなってきたようです。
　感染対策にかかる技術開発は急速に進んでおり、その新しい技術も上手く取り入れなが
ら、引き続き、患者さん・ご家族、そして医王病院に関わる人々を感染症から守ることが
できるよう努めていきたいと思います。
　皆様の感染対策へのご協力に心より感謝申し上げます。引き続きご理解・ご協力のほど、
よろしくお願い申し上げます。

正面玄関にサーマルカメラを導入しました
感染管理認定看護師　池下　聖子

(注)サーマルカメラは体表面温度を表示する装置のため、実際の体温とは若干の誤差があります。
　　発熱のある方、または受診予約をされていない方は必ず来院前にお電話下さいますよう、
　　ご協力をお願いします。
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　秋の天気は移ろいやすく肌寒く感じることもありますが、この日は素晴らしい秋晴れ
でした。

　青く澄んだ空、そよそよと優しい風、暖かな日差し。絶好のお散歩日和だったので患者

さんと病院の屋上へ散歩に行ってきました。医王病院の屋上からは金沢市を一望できます。

新幹線が走る様子や季節によって色を変える山々の景色を見ることが患者さんにとっても

楽しみの一つになっているようです。紅葉にはまだ少し早かったのですが、赤とんぼがた

くさん飛んでいました。患者さんが「近くに水辺があるのかな？気持ちいいね。」と目を

細めながらおっしゃいました。その穏やかな表情を見ていると、私の心の中に何ともいえ

ない温かな気持ちが沸き起こり、ご一緒できたことを嬉しく思いました。

　新型コロナウイルス感染拡大予防のため面会や外出泊の制限があり、患者さんやご家族

の皆様には大変さみしい思いをされていることとと思います。まだまだ予断を許さない状

況がつづきますが、患者さんに少しでも穏やかな日々を過ごして頂けるよう病棟スタッフ

一丸となって皆様の療養生活を支えていきたいと思います。

秋空での患者さんとの屋上散歩
第６病棟　看護師長　増田　志伸

います。
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　世界的に新型コロナウィルス感染症が流行し、外出自粛や新生活様式などが言われ、医
王病院でも院内・院外の行事の中止、普段の療育活動も見直しや中止になりました。
　行事が全てなくなるのは寂しい、離床はしたい、コロナ禍でも何か患者さんたちが楽し
めることはできないか？と考え、病棟の行事係と話し合いを重ねました。
　院内で提供できること、感染対策をして行うことができることと制限がある中で、朝の
会は曜日ごとに参加する患者さんを限定し、少人数で行い、行事も病棟スタッフと協力し
て、誕生日会は足浴、お楽しみ会はスイーツタイム（アイスorプリンを食べます）やボー
リング大会の２種類を企画し、行っています。
　ご家族の方に「朝の会に参加して、一緒に楽器を鳴らしたりしました。いい表情してい
ましたよ。」「スイーツタイムでは、アイスを美味しそうに食べていましたよ。」「ボーリン
グで上手に紐を引っ張ってボールを転がしていましたよ。見事１位でした。」など患者さ
んの様子をお伝えしたり、写真をお渡ししました。
　ご家族の方からは「車椅子乗れてるんですね。いつもありがとうございます。」「行事で
きるんですか？よかったです。」「甘いの大好きなんです。」「ボーリングの写真ありがとう
ございました。優勝したんですね。よかったです。」など、行事や朝の会の活動ができて
いることを喜ばれる声が多く聞かれました。
　また、病棟スタッフからも「○○さんいい表情していたね。」「盛り上がっていたね。」「い
つもより美味しそうに食べてるね。」との声がありました。
　患者さんも普段見せないようないい表情や、声援に合わせて手を動かそうとする姿、い
つもの食事より食べ方がスムーズになったり、笑顔やいい表情が見られました。
　新型コロナウィルスの感染が広がり、以前と同様の行事や活動が困難な中、病棟スタッ
フと協力して縮小や制限つきではありますが、患者さんの楽しみにつながる気分転換活動
を行うことができ、とてもうれしく思います。
　今後も病棟スタッフと協力し合い、患者さんたちのＱＯＬ（生活の質）向上につながる
よう支援していきたいと思います。

コロナ禍でも楽しい行事を♪
保育士　佃　　玲奈
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　2020年10月１日よりワクチン接種間隔が変わりました。
　ロタウイルスワクチン定期接種化によって、乳幼児期に接種が必要なワクチンが増えま

した。ワクチン接種のスケジュールがとても大変なものになってしまうと考えられ、確実

に接種機会を確保するようひとつひとつの接種間隔は注射生ワクチンどうしを接種する場

合は27日以上あける制限は維持し、その他のワクチンの組み合わせについては制限がな

くなりました。

　ただし、必ずしも短期間にたくさん接種しても大丈夫だというものではなく、各個人の

状態によって決めることが重要なので、主治医と相談しながら接種することをおすすめし

ます。

ワクチン接種間隔が変わりました!
薬剤科　大月慎之助

注射いっぱい！ 次はいつにしよう・・・ 前より
簡単！

参考資料：医薬品・医療機器等安全性情報No.375、今日の治療薬2020
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　行事や日常の授業の様子、自然に囲まれた校舎の様子など、ここでは紹介しき
れなかったことがたくさんあります。学校ホームページで紹介しています。是非
ご覧ください。
　　　　　「石川県立医王特別支援学校HP」は、・・・　
　　　　　　http://www.ishikawa-c.ed.jp/̃iouxx
　　　　　　　パソコン、携帯電話等からご覧いただけます。

＜医王特別支援学校の様子＞＜医王特別支援学校の様子＞
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〈学校行事における新型コロナウイルス感染症対応について〉
　現在、新型コロナウイルス感染症予防のため、２学期の病棟訪問教育の
行事を中止・見合わせています。
※　今後の状況によって行事予定の変更や中止もあり得ますので、毎月の
　「学校だより」・学校ＨＰの行事予定を見て確認してください。

　「総合的な学習の時間」では、ユニバー
サルデザインを考える学習の一環として、
ピクトグラムの作成に取り組んでいます。
ピクトグラムとは、何らかの情報や注意
を示すために表示される視覚記号で、授
業ではオリジナルのピクトグラムを作っ
ています。見た人が
分かりやすいか考え、
試行錯誤しながら作成
に取り組んでいます。

〈〈小中高小中高〉　授業の様子授業の様子〈小中高〉　授業の様子 〈〈病棟訪問病棟訪問〉　７病棟授業の様子（自立活動）７病棟授業の様子（自立活動）〈病棟訪問〉　７病棟授業の様子（自立活動）

　「ゆかいなもっきん」の伴奏（タブレット
端末）に合わせて、折り畳み式木琴をたたき
ます。「ミ」の音を担当します！音が鳴るた
びに笑顔になります！同時に動画撮影もして
いたので、時々カメラ目線で笑っていました。

ボランティア作業＆非常食体験ボランティア作業＆非常食体験ボランティア作業＆非常食体験

〈受付〉〈受付〉

〈はじめの挨拶〉〈はじめの挨拶〉 〈パイプ椅子消毒〉〈パイプ椅子消毒〉
熱中症予防のスポーツ
ドリンクです。

Keep Distance！
しゃべらない！

～保護者アンケートから(抜粋)
作業お疲れさまでした。非常食体験は試食だけでなく開封するところからの経過を実際に見るこ
とができたことは貴重な体験になりました。簡易トイレの使用方法もわかりやすかったです。

＜マット除菌＞＜マット除菌＞ 〈アルファ米（五目御飯）調理〉〈アルファ米（五目御飯）調理〉

　生徒、保護者、学校職員総勢
24人で作業を行いました。天気
が良くとても暑い日でした。

冷風扇も
こっそり
大活躍！
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Iou hospital
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Iou hospital

～ 外来診察のご案内 ～

独立行政法人
国立病院機構医王病院 ●交通アクセス

・JR金沢駅よりJRバス(福光行、田ノ島行、中尾行)で30分、医王病院前下車
・IR森本駅より徒歩15分　・北陸自動車道　森本ICより車で５分　・山側環状線より車で５分

〒920-0192 金沢市岩出町ニ73-1　TEL.076-258-1180 FAX.076-258-6719 https://iou.hosp.go.jp/
■発行者　医王病院　■発行人　駒井清暢　■発行日　令和２年11月６日　■印刷所　株式会社ハクイ印刷

～ 患者さんの権利と義務 ～
　患者さんは誰でも人間としての尊厳を大切にされ、医療を受ける
権利を有します。また、医療は患者さんと病院職員が、お互いの信
頼関係に基づき共に作り上げていくものです。したがって患者さん
には医療に積極的に参加していただくことが必要です。
　当院はこのような考えに基づき、下記の「患者さんの権利」を尊
重して医療を提供いたします。また患者さんは「患者さんの義務」
を果たされるようにお願い致します。

患者さんの権利
１．患者さんは良質な医療を公平に受ける権利を有します
２．患者さんは病気に関する情報や検査・治療についての説明を聞
き、自分の受ける医療を選択できます

３．患者さんは個人情報を保護される権利を有します
４．患者さんはいつでもカルテ開示を求める権利を有します
５．患者さんはいつでもセカンドオピニオンを求める権利を有しま
す

患者さんの義務
１．患者さんには病院の諸規則を守る義務があります
２．患者さんには自ら病気を治そうと努力し、また病気に関し病院
職員の指示を守る義務があります

３．患者さんには他の患者さんの治療や検査、快適な療養生活に支
障を与えないように配慮していただく義務があります

４．患者さんには当院での入院治療が必要でなくなった時には退院
頂く義務があります

５．患者さんには医療費の外、利用契約に基づく一部負担金などを
支払う義務があります

医師および医療従事者の権利
　医師および医療従事者は、自らの良心や医療倫理に相反すること
に対して、患者さんからの要求があっても拒否する権利があります

職員募集 詳しくは病院ホームページまたは管理課 庶務班長までお気軽にお問合せ下さい

【診察時間】

午前

午後
(小児科のみ)

診察受付/午前８：40～11：30
診察時間/午前９：00～12：00
診察受付/午後３：00～４：30
診察時間/午後３：00～５：00
（予防接種をご希望の場合は、午前中及び15時～16時
　に受診してください）

●内科外来担当

●皮膚科

●小児科外来担当

●専門外来（要予約）
診療科 月 火 水 木 金

午前

一般内科 田上 南川 田上

脳神経内科 南川  

呼吸器内科 田上 田上

診療科 月 火 水 木 金

午前 皮膚科 山本 山本 山本 山本 山本

診療科 月 火 水 木 金

午前 一　般 中村 井上 脇坂 丸箸 大野

午後 一　般 中農 吉田 加藤 山田 山田

【休 診 日】土曜・日曜、祝日

＜小児心身症＞ 大野・中村
＜言語/発達＞ 中村・脇坂・加藤
＜神経/てんかん＞脇坂
<重症心身障害児> 丸箸
<筋ジストロフィー> 大野・脇坂
<肥　満> 山田・中農

この広報は高精細340線で印刷したものです。PIN No.P13-0179

この印刷物は、E3PAのゴールド
プラス基準に適合した地球環境
にやさしい印刷方法で作成され
ています
E3PA：環境保護印刷推進協議会
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